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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

in
栃
木 

開
催
報
告

栃木県
令
和
２
年
１
月
20
日
（
月
）、
と
ち
ぎ
生
き
が

い
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
て
、
栃
木
県
と
当
協
会
主

催
に
よ
る「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
in
栃
木
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
に
主
催
者
を
代
表
し
て
、
栃
木
県
県
民
生

活
部
の
千
金
楽
次
長
と
当
協
会
の
下
瀬
事
務
局
長

が
挨
拶
し
、
続
い
て
危
機
管
理
教
育
研
究
所
代
表

の
国
崎
信
江
氏
に
よ
る
「
過
去
の
災
害
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
求
め
ら
れ
た
こ
と
～
今
後
の
災
害
に
活
か

す
た
め
に
～
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

岡
山
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事　

石
原 

達
也 

氏

２
０
１
８
年
７
月
豪
雨
に
お
け
る
岡
山
県
内
災

害
現
場
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
被
災
者
・
被
災

現
場
の
想
像
以
上
に
苦
し
い
生
活
・
居
住
環
境
に

つ
い
て
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
。
続
い
て
、
災
害

時
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
自
治
体
と
の
連
携
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
実
務
面
を
含
め
て
終
始
説
得
力
の

あ
る
内
容
で
あ
っ
た
。

民
間
あ
る
い
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
行
え
る
こ
と
と
し

て
、
ス
マ
ー
ト
サ
プ
ラ
イ
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど
、
ノ
ウ
ハ
ウ
的
な
部
分
の
情
報
提
供
も

あ
っ
た
。

大
規
模
災
害
か
ら
学
ぶ

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方

講 

演

14
：
50
〜
15
：
50

危機管理アドバイザーとして、女性や生
活者の視点で家庭、地域、企業の防災・
防犯・事故防止対策を提唱している。文
部科学省「地震調査研究推進本部政策委
員」、東京都「震災復興検討会議委員」な
どを務める他、NHK ラジオマイあさ！の

「暮らしの危機管理」のコーナーやテレ
ビ、新聞などで情報提供を行っている。

過
去
の
災
害
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
求
め
ら

れ
た
こ
と

～
今
後
の
災
害
に
活
か
す
た
め
に
～

講 

演

13
：
40
〜
14
：
40

危
機
管
理
教
育
研
究
所
代
表　

国
崎 

信
江 

氏

開
催
地
宇
都
宮
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
地
震

被
害
想
定
、
医
科
救
護
所
設
置
場
所
の
情
報
提
供

を
す
る
一
方
、
い
ざ
と
い
う
時
に
、
何
が
必
要
か

を
解
説
さ
れ
た
。
大
災
害
時
は
、
県
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
ま
ず
先
に
駆
け
付
け
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

被
災
者
に
な
ら
ず
に
お
く
に
は
何
を
準
備
す
る
べ
き

か
を
常
に
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

自
分
の
命
、
暮
ら
し
は
自
分
で
守
る
と
い
う
前
提

が
重
要
と
の
話
で
あ
っ
た
。

平成 13 年に大学生のみの NPO 法人設立
に参画したことを契機に NPO 業界に入
る。活動を続ける中で支援者を志すよう
になり、平成 15 年に鳥取市社会福祉協
議会に入職。ボランティアコーディネー
ターを務めた後に転職し、出身地・岡山
で NPO 法人岡山 NPO センター事務局長
に就任。現在、代表理事。


